
なぜなに学習相談  学研教育情報資料センター

資料番号１２５２ 

 

 

無断複製：転載：翻訳を禁ず Ｇａｋｋｅｎ                             X1130066 

 
ピアノはなぜ

くろ

黒いけんばんと、
しろ

白いけんばんに
わ

分かれているの 

●ピアノは、げんをたたいて
おと

音を
だ

出す 

 ピアノは、１８
せいきまつ

世紀末から
つか

使われ、
せかいじゅう

世界中に
ひろ

広くゆきわたっている、
が っ き

楽器の一つです。
いま

今

のピアノには、げん（ピアノ
せん

線）を
すいへい

水平に
は

張った、グランド・ピアノと、げんを
すいちょく

垂直の
ほうこう

方向

に
は

張った、アップライト・ピアノとがあります。 

 どちらのピアノでも、ピアノをひくときには、ピアノのけんばんをたたいて
おと

音を
だ

出してい

ます。 

 けんばんをたたくと、けんばんにつながっている、ハンマー（つち）が
うご

動いて、それぞれ

のげんをたたきます。すると、げんがふるえて
おと

音が
で

出ます。 

●
たか

高い
おと

音と
ひく

低い
おと

音が、はば
ひろ

広く
だ

出せるため 

 
いま

今のピアノに
ちか

近いものが、でき
あ

上がったのは、１９
せいきこうはん

世紀後半になってからです。
おと

音の
りょう

量が
ゆた

豊かなだけではなく、オルガンを
のぞ

除けば、いろいろな
が っ き

楽器の
なか

中でも、はば
ひろ

広い
おんいき

音域（
たか

高い
おと

音

と
ひく

低い
おと

音の
は ん い

範囲）をもっています。 

 けんばんは、８８
こ

個の
しろ

白いけんばんと、
くろ

黒いけんばんが
なら

並んでいます。
ひだり

左から
みぎ

右へいく

につれて、
しろ

白いけんばんから
しろ

白いけんばんへは
ぜんおん

全音、
しろ

白いけんばんから
くろ

黒いけんばんへは
はんおん

半音ずつ
たか

高くなっていきます。また、
みぎ

右から
ひだり

左へいくにつれて、それぞれ、
おな

同じように
ひく

低く

なっていきます。 

 けんばんが、
しろ

白いけんばんと、
くろ

黒いけんばんに
わ

分かれているのは、ピアノの
おと

音が、はば
ひろ

広

い
おんいき

音域になるようにするためです。（監修・青木 国夫） 
 

 


